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まえがき

　仲間として受け入れられ、自分の資質や才能を認めてもらうことを望まない子どもがいるだろ
うか。いや、そんな子どもはいないはずだ。子どもたちはみな、希望や夢を抱いている。障がい
のある子どもたちも例外ではない。そして、すべての子どもたちにはそれぞれの夢を実現する正
当な機会が提供されるべきある。
　そうした機会が提供されたならば、障がいのある子どもたちはより一層大きな力を発揮してイ
ンクルージョン（誰もが受け入れられる社会）を阻む障壁を乗り越え、社会の平等な構成員とし

て自らにふさわしい場所を見つけ、コミュニティの生活を充実させることができる――今年の世界子供白書では、それ
を実証する若者や親たちによる寄稿文を紹介している。
　しかし、障がいのある子どもの多くにとって、参加する機会すら存在していないのが現状だ。多くの場合、障がいの
ある子どもたちは資源やサービスの面で、後回しにされてしまうからだ。特に資源やサービスが十分でない場合はそう
である。そして障がいのある子どもたちは、あまりにもしばしば、哀れみの対象となるか、ひどい場合は差別や虐待の
対象となってしまう。
　障がいのある子どもたちや若者が直面しているこうした機会の剥奪は、子どもたちの権利と公平の原則を侵害してい
る。それは、最も弱い立場にあり、社会から排斥された子どもたちを含む、すべての子どもたちの尊厳と権利に本質的
に関わることなのである。
　本書に述べるように、障がいのある子どもたちのインクルージョンを社会で実現することは可能である。しかし、そ
のためにはまず認識を改め、障がいのある子どもたちはほかの子どもたちと同等の権利を持つこと、慈悲の恩恵を受け
る対象にとどまらず、変革や自己決定を行う主体になれること、政策やプログラムの策定に際して障がいのある子ども
たちの意見に耳を傾け、配慮しなければならないことを理解する必要がある。
　私たちは意思決定のための十分なデータ収集を怠ることで、障がいのある子どもたちを排斥する原因を作っていると
も言える。そうした子どもたちに配慮しなければ、彼らが社会の中で受けるべきサービス等について、考慮される機会
をも剥奪することになるのである。
　幸運にも、公平性の面では問題があるものの、状況は前進しつつある。本書は、障がいのある子どもたちが当然の権
利であるサービスを正当に利用できるようにする上での課題を考察するだけではない。さらに進んで健康、栄養、教育、
緊急対策といった分野で期待できそうなイニシアティブ、それらすべての分野の政策や運営を改善するために必要な
データ収集や分析を可能にすると思われるイニシアティブについても検討する。またその他の章では、障がいのある子
どもたちのインクルージョンを推進するために適用できる原則やアプローチについて述べる。
　世界のどこかで、歩くことができないから遊べないと言い聞かされている子がいる。目が見えないから学べない、と
言い聞かされている子がいる。しかし、この子にも遊ぶ機会が提供されるべきなのである。目が見えない子が、そして、
すべての子どもたちが、読み、学び、社会に貢献することができたならば、私たち全員がその恩恵を受けることができ
るからである。
　前途には困難な課題が待ち受けているだろう。しかし、子どもたちは無意味な制約を受け入れないものである。私た
ちもまた、無意味な制約を受け入れてはならない。

 
アンソニー・レーク
ユニセフ事務局長
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